








Together with Noh and Kabuki,Bunraku constitutes one of the three major forms of
 
classical Japanese theater.Today Bunraku is stil performed on the basis of scripts by play-
wrights of the Edo period.Meanwhile,very few new works of Bunraku scripts have been
 
presented by modern playwrights.Despite this situation,recently Bunraku has gained a broad
 
appeal to a wide range of people.In this study,we wil figure out what makes Bunraku so
 
attractive,as a theatrical performance,to be wel accepted by people nowadays.
:Bunraku,Classical Japanese theater,Jidaimono,Tragic nature
 




















































































伝統芸能 S62  H8  H15
 
1年間に会場で直接鑑賞体験が
ある 23.0% 27.4% 25.7%
うち，文楽を鑑賞した割合 1.2% 1.3% 1.1%
うち，歌舞伎を鑑賞した割合 4.4% 5.2% 5.3%
うち，能楽を鑑賞した割合 2.4% 2.5% 2.5%
うち，民俗芸能を鑑賞した割合 9.0% 11.2% 10.8%
直接鑑賞体験をしなかった理由 S62  H8  H15
時間がなかなか取れない 47.0% 45.8% 34.6%
あまり関心がない 34.3% 30.7% 39.5%
近くで公演をやっていない 25.3% 25.9% 24.6%
表2 文化芸術作品全般の直接鑑賞体験
文化芸術全般 S62  H8  H15
 
1年間にホール等で直接鑑賞体
験がある 26.6% 54.4% 50.9%
うち，映画を鑑賞した割合 33.5% 23.3% 24.7%
うち，音楽を鑑賞した割合 19.3% 24.8% 23.4%
うち，美術を鑑賞した割合 33.0% 23.9% 18.4%
直接鑑賞体験をしなかった理由 S62  H8  H15
時間がなかなか取れない 51.9% 51.9% 47.1%
あまり関心がない 34.1% 27.9% 39.5%














































































































































































































年度 全日数 全回数 総入場者数 入場率%
H16  74  149  74,966  91.0
 
H17  74  149  74,403  89.4
 
H18  77  173  83,347  86.2
 
H19  77  156  78,191  89.7
表5 国立文楽劇場（大阪）の公演実績
年度 全日数 全回数 総入場者数 入場率%
H16 104  230  106,687  64.4
 
H17 104  230  90,375  53.8
 
H18 101  221  91,033  56.3
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摂州合邦辻 2 下の巻切:合邦庵室の段 2007.2 22 22 1 100.0 1 万代池の段 7
妹背山婦女庭訓 5 四段:金殿の段 2007.2 26 17 10 65.4 1 三段:花渡し・妹山背山の段 16






義経千本桜 5 三段:すしやの段 2005.9 35 15 9 42.9 2 四段:道行初音旅（景事） 26




















































































































































































































6. ま と め
人形浄瑠璃文楽と歌舞伎は，江戸時代の原作
（テキスト）を共有して成立している公演作品が
多い。しかし，役者本位で，固定されたテキス
トがそれほど重要視されず，流動的な要素が強
い歌舞伎と対照的に，人形浄瑠璃文楽は，浄瑠
璃台本（テキスト）が尊重され，古典として固
定化されたものの継承が大前提となる。そのた
め，歌舞伎に比べ，近現代の作家による新作，も
しくは，新しい演出による興行が圧倒的に少な
い。毛利三彌は『岩波講座 歌舞伎・文楽第1巻』
において，次のように述べる??。
文楽は歌舞伎よりはっきり「ミュージアム
ピース」と認められ，かえって積極的に評価
され，国の助成を全面的に受けるようになっ
た。
国の助成が人形浄瑠璃の存続を支えているの
は紛れもない事実であるが，古典劇であっても，
現代の観客に受容されなければ芸能としての生
命を失っていく。しかし，近年の公演，少なく
とも東京の公演実績を見るかぎり，人形浄瑠璃
文楽に見られる古典の輝きが，観客への効果的
な吸引力として機能しているように思われる。
時代物の名作場面を繰り返し公演しながら，安
定した入場率を保っている。こうした現在の人
気を支えている時代物の主要な要素は，効果的
に演出された悲劇的な死の場面にあるといって
よい。
本稿では，近年の東京公演の傾向に関して，時
代物の主要な段，特にハイライトとしての悲劇
的死の場面の構成とともに考察してきた。作品
や場面（段）の構成と悲劇の受容とのかかわり
に関するさらに詳細な分析，および，原作成立
時の江戸の時代背景や作者の作劇手法に関する
検討については，次稿で触れることとする。ま
た，近年同時期の「世話物」の公演傾向と場面
構成の考察に関しても今後の課題としたい。
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